
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④カルテの作成 

①現況（耐用年数・劣化

状況・省エネ性・バリア

フリー対応等） 

②住民の利用ニーズ 

③将来の収支 

などの情報を一元化し、 

将来の利活用や維持管理

方針をまとめます。 

Ⅶ . 既存公共建築のマネジメント 

Point 公共建築の現況・ニーズ把握・収支を考えたカルテの作成 

ねらい           

人口減少社会の進行の下、子育て支援や高齢者福祉など社会状況に応じた新たな公的

サービスニーズへの対応が求められており、公共建築においても既存建築物の利活用が課

題です。当研究本部では、既存建築物を活用した公的サービスの供給事例を事例集をとし

てまとめるとともに、建築物の現況や公的サービスニーズを基にしたマネジメント手法を

紹介しています。 
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施設名称 主用途 立地 駐車 施設の特徴
室名 会議室１（１Ｆ） 調理実習室（１Ｆ） 大会議室（２Ｆ） 会議室４（２Ｆ）
用途 集会室 調理実習室 集会室 集会室
室規模 ５６㎡ ７７㎡ ３１８㎡ ７９㎡

特徴 － 調理実習設備あり
ステージあり
（催事利用可）

入口２カ所あり

室名 記念ホール・１Ｆ 視聴覚室・２Ｆ
用途 屋内展示スペース 集会室
室規模 ２２９㎡ ９６㎡

特徴
円形（２Ｆ吹抜あり）
トイレ等隣接

ＡＶ機器附設
音響対応仕様

室名 多目的ホール・１Ｆ
用途 バス待合所
室規模 １０２㎡

特徴
円形

ガラス張り

室名 展示ホール・１Ｆ 展示・休憩スペース・２Ｆ

用途 屋内展示スペース 飲食スペース
室規模 ８０㎡ ８０㎡

特徴
中央にらせん階段
(大空間確保不可)

中央にらせん階段
(大空間確保不可)

室名 会議室・１Ｆ 和室・１Ｆ
用途 集会室 集会室
室規模 ５０㎡ ４６㎡

特徴
現在、団体事務所
として利用

和室

室名 和室・１Ｆ
用途 集会室
室規模 ４０㎡

特徴 和室

室名 和室・１Ｆ 和室・２Ｆ 事務室・２Ｆ 会議室・２Ｆ
用途 和室 集会室 集会室 集会室
室規模 １１㎡ ２１㎡ ７２㎡ ６９㎡

特徴
署員の仮眠室利用

和室
和室 － －

町民文化セ
ンター

青年会館

消防署

総合福祉
会館・ト
レーニング
センター

メモリアル
ホール

コミュニティ
スペース

物産展示
館（農畜産
物加工処
理工場併
設）

集会所
（集会室、
ホール）

左記のうち、対象となる室（スペース）の概要

集会所

消防署
（車庫、事
務所）

図書館
(図書室、
展示ス
ペース、視
聴覚室、
会議室)

バス停留
所
(多目的
ホール、
公衆トイ
レ)

その他
　(展示・飲
食スペー
ス、加工
場)

その他
　(屋外ス
テージ、事
務所ス
ペース)

施設の概要

中央
地区

４０台
程度

・会議室等の部屋は多数ある。
　ただし、特別な仕様なし。
・大規模集会室が２つある。
・高齢者（特に女性）の利用が多い。
・駐車スペースは広い。
・スロープ・ＥＶ・車いす対応トイレ等設備が
ある。
・施設内の施設管理者いる。中央

地区
１０台
程度

・駐車スペースは広い。
・周辺に公共施設が多数ある。
・雑誌・新聞等の閲覧、館内でくつろぐ
　スペースは狭い。
・展示スペースは展示利用のみ。
・２Ｆの利用頻度は低い。
・中学生の溜まり場となることもある。
　（防犯カメラを設置）

・町の交通拠点（中心部付近）にある。
・外構はきれいに整備されている。
・駐車スペースは無い。
・利用者はバス利用者のみである。
・利用者の滞在時間が長い場合がある。
・施設管理者（常駐）はいない。
・コンビニエンスストアが隣接している。

０台中央
地区

中央
地区

５台
程度

・加工処理場と一体的な利用ができる
・物産展示館の中央にらせん階段があり、
１・２Ｆとも一体的なスペースの
確保は難しい。
・１Ｆは開口部が小さく、暗い空間となってい
る。

・役場に隣接している。
・消防署であることから形態が特殊である。
・集中暖房設備がある。

６台
程度

中央
地区

・屋外ステージがあるが未使用。
・公園内にあり、公園利用者以外は使いし
づらい。
・駐車スペースは狭い
・和室以外は土足利用。（屋外的利用の転
換可）
・施設管理者（常駐）はいない。

２台
程度

中央
地区

中央
地区

５台
程度

・一体の成形空間である。
・独立した建物である。
・駐車スペースあり。
・施設管理者（常駐）はいない。

①現況把握 

耐用年数・劣化状況・省エネ性・バリアフリー 

対応等の状況を把握します。 

②ニーズ把握      

立地 中央・東聖地区での整備

室規模
既存施設（地区会館）にある調理実習室より大きなもの
料理教室・講習会等が実施できる広さが必要

駐車場 必要（利用者人数程度の台数）

その他
適切な調理器具等の設置
幼児等の託児の実施（母親の食育講習など）

立地 中央地区での整備

室規模
体操など軽い運動ができる広さ
運動器具（エアロバイクなど）の設置スペース

駐車場 必要（利用者人数程度の台数）

その他
床は運動に適したもの（マット等の敷設対応も可）
トレーナー等の配置が必要

立地 中央・東聖地区での整備

室規模 少人数のサークル等活動に対応可能な広さ

駐車場 必要（利用者人数程度の台数）

その他
室に対する特別な仕様は不要
利用料の負担を少なくする

立地 中央・東聖地区での整備

室規模 親子（乳幼児）が遊び、高齢者等地域住民が集える広さ

駐車場 必要（利用者人数程度の台数）

その他
室に対する特別な設備は不要
親子が遊ぶ場所は直に座れる仕様

立地
観光客や町外からの通過交通のある沿道沿い
地域住民が徒歩でも利用できる

室規模 地場産品の展示と販売ができる大きさの確保

駐車場 必要（車利用の来所者への対応が可能な台数）

その他
想定する利用者
　・観光客など通過交通の車利用者
　・町民

立地 中央地区での整備

室規模 多用途な加工が行なえる室規模の拡大

駐車場 必要（利用人数程度の台数）

その他

立地 中央・東聖地区での整備

室規模 子どもが遊ぶ（走り回れる）広さ

駐車場 必要（利用人数程度の台数）

その他
幼児を持つ親子や児童が冬季・雨天時に利用する

立地
中央地区での整備
アクセスは徒歩で利用する場合もあり、まちなかが好ま

室規模 既存施設同等規模　＋　スクールバス運転手の休憩スペース

駐車場 必要（従業員用）

その他 スクールバス（３台）の駐車スペースが必要

ニーズ概要 ニーズに係る要件

⑧スクールバス車両センターの機能充実
　
　○運転手の休憩スペース等の確保
　○既存施設の利便性向上

⑦子どもの遊び場の設置（冬季・雨天時利用）

　○まちなかの公園への遊具設置
　○冬季間の子どもの屋内遊び場不足への対応

⑥農畜産物加工施設
　
　○既存の農産物加工処理場の機能充実

②高齢者の健康づくりスペース

　○前期高齢者等が健康維持･増進のための施設
　○介護予防事業の取組

③小規模な活動スペース

　○会議利用は小規模な室の希望（利用）が多い。

④地域サロン　（子育て世代等の多世代交流スペース）

　○子育てサークルの活動スペース不足
　○子どもと元気な高齢者の交流
　○飲食等もできる高齢者の交流スペース

⑤地場産品の展示・販売スペース

①多人数で利用できる調理実習室

　○料理教室・講演会・食育などのニーズに対応できる
　　　多人数で利用できる調理実習スペースの設置。
　○上記催しの際に、乳幼児等を持つ母親のための
　　　一時託児の実施(ボランティアとの連携が必要)。

立地 中央・東聖地区での整備

室規模
既存施設（地区会館）にある調理実習室より大きなもの
料理教室・講習会等が実施できる広さが必要

駐車場 必要（利用者人数程度の台数）

その他
適切な調理器具等の設置
幼児等の託児の実施（母親の食育講習など）

立地 中央地区での整備

室規模
体操など軽い運動ができる広さ
運動器具（エアロバイクなど）の設置スペース

駐車場 必要（利用者人数程度の台数）

その他
床は運動に適したもの（マット等の敷設対応も可）
トレーナー等の配置が必要

立地 中央・東聖地区での整備

室規模 少人数のサークル等活動に対応可能な広さ

駐車場 必要（利用者人数程度の台数）

その他
室に対する特別な仕様は不要
利用料の負担を少なくする

立地 中央・東聖地区での整備

室規模 親子（乳幼児）が遊び、高齢者等地域住民が集える広さ

駐車場 必要（利用者人数程度の台数）

その他
室に対する特別な設備は不要
親子が遊ぶ場所は直に座れる仕様

立地
観光客や町外からの通過交通のある沿道沿い
地域住民が徒歩でも利用できる

室規模 地場産品の展示と販売ができる大きさの確保

駐車場 必要（車利用の来所者への対応が可能な台数）

その他
想定する利用者
　・観光客など通過交通の車利用者
　・町民

立地 中央地区での整備

室規模 多用途な加工が行なえる室規模の拡大

駐車場 必要（利用人数程度の台数）

その他

立地 中央・東聖地区での整備

室規模 子どもが遊ぶ（走り回れる）広さ

駐車場 必要（利用人数程度の台数）

その他
幼児を持つ親子や児童が冬季・雨天時に利用する

立地
中央地区での整備
アクセスは徒歩で利用する場合もあり、まちなかが好ま

室規模 既存施設同等規模　＋　スクールバス運転手の休憩スペース

駐車場 必要（従業員用）

その他 スクールバス（３台）の駐車スペースが必要

ニーズ概要 ニーズに係る要件

⑧スクールバス車両センターの機能充実
　
　○運転手の休憩スペース等の確保
　○既存施設の利便性向上

⑦子どもの遊び場の設置（冬季・雨天時利用）

　○まちなかの公園への遊具設置
　○冬季間の子どもの屋内遊び場不足への対応

⑥農畜産物加工施設
　
　○既存の農産物加工処理場の機能充実

②高齢者の健康づくりスペース

　○前期高齢者等が健康維持･増進のための施設
　○介護予防事業の取組

③小規模な活動スペース

　○会議利用は小規模な室の希望（利用）が多い。

④地域サロン　（子育て世代等の多世代交流スペース）

　○子育てサークルの活動スペース不足
　○子どもと元気な高齢者の交流
　○飲食等もできる高齢者の交流スペース

⑤地場産品の展示・販売スペース

①多人数で利用できる調理実習室

　○料理教室・講演会・食育などのニーズに対応できる
　　　多人数で利用できる調理実習スペースの設置。
　○上記催しの際に、乳幼児等を持つ母親のための
　　　一時託児の実施(ボランティアとの連携が必要)。

利用状況・住民アンケートなどによりニーズを

把握します。 

既存建築活用カルテ １ （対象部分別） 

 

  

施設概要 

○建設時期 昭和４５年度（新耐震基準以前）   
○施設概要 １Ｆ 会議室(２)、和室(１)、調理実習室(１)ｱﾘｰﾅ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ(１) 

２Ｆ 会議室(２)、大会議室(１) 
○利用状況 会議室等は、概ね利用されている 

ただし、大会議室・アリーナの利用回数は減少 
○管理運営 日中は直営（教育委員会） 

休日夜間は委託（高齢者事業団） 
○施設特性 

・会議室等の部屋は多数あるが、特別な仕様なし。 
・大空間が２つある。（大会議室・アリーナトレーニングルーム） 
・高齢者（特に女性）の利用が多い。 
・駐車スペースは広い。（ただし、施設の裏にある。） 
・福祉関連施設（福祉会館）であり、スロープ・ＥＶ・車いす対応トイレ等の
高齢者等対応設備がある 

・施設内の施設管理者おり、管理上支障がない。 

 

        ＋ 

ニーズ 
○料理教室・講演会・食育などで利用できる調理実習スペースの設置 
○催し時のボランティアと連携した一時託児の実施 

  

提案する用途 

○多人数が参加する料理教室、食育講習が実施できるなどへの対応 
※和室を活用した一時託児対応 

・イベント時にボランティアと連携した一時託児の実施 

改修内容等 

○調理実習室の拡充 
調理実習室と隣接する会議室１との一体的な利用 
［改修内容］ 

・壁の撤去（調理実習室と会議室１の間仕切り壁） 
・調理関連設備の充実等 

※一時託児に利用する和室の改修は不要 

留意事項 

○ピロティ（自転車置き場として使用）の車いす専用駐車場としての変更 
○関連法令への対応 

建築基準法 
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（改正ハートビル法）

○耐震性の確認（耐震改修促進法） 
 

 

対象施設名 総合福祉会館・トレーニングセンター 

対象室名 調理実習室（１Ｆ）、会議室１（１Ｆ）、和室（１Ｆ） 

③収支計算（公的住宅） 

公的住宅など収入のある

事業について事業の種類

ごとや改修を実施別に、将

来の収支を計算します。 

経過年数[年] 

収
支

[万
円

] 


